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Into my Packet

後藤滋樹の新・社会楽
第39回「サイボーグになる」

後藤滋樹
goto@goto.info.waseda.ac.jp
●早稲田大学理工学部情報学科

C  O  L  U  M  N

【爪と歯を補強する】

ある朝、靴下をはこうとしたら、足の爪が靴下の内側に

引っかかる。妙な具合に爪の先端が割れているのだ。爪切

りで形を整えようとしたが、うまく行かない。えーい。

傍にある木工用の接着剤で固めてみる。

この接着剤作戦は意外に成功した。木工用では頼りない

ので、数日後にエポキシ樹脂で上塗りをする。これで外観

上も遜色ない。ちょっと艶が出すぎたかな。それにしても、

木工用の接着剤が効くなんて、私の爪はいったい何ででき

ているのだろう。

爪を補強していると、奇妙な感覚に

襲われた。人間をプラスティックで修理

しているのだ。こういうのをサイボーグ

[注1]というのではなかったかな。

そう思っているうちに、以前に治療し

た歯の具合がおかしくなった。5年ぶり

に歯医者さんに行く。地図で場所を確

かめないと記憶があやしい。行ってみる

と場所も建物もお医者さんも同じだっ

た。しかし治療法は格段に進歩してい

た。ガリガリと削るのは以前と同じだ

ったが、光で硬化するプラスティックが

大活躍している。小さなランプを口の中に入れて、タイマ

ーの音がピッと鳴る。はい固まりました、これで終わり。

これで、爪と歯の一部がプラスティック製になってしまった。

【眼鏡は顔の一部なのか】

眼鏡屋さんの宣伝の中で「眼鏡は顔の一部です」と言っ

ている。確かに顔の印象は眼鏡によって異なる。それ以上

に、私のような近眼にとって眼鏡は生活必需品だ。私の自

動車免許には、条件の欄に「眼鏡等」と明記されている。

サイボーグという観点からは、眼鏡よりもコンタクトレン

ズのほうが人間に密着している。その効用は視力の矯正の

ほかにもあるらしい。瞳の色を自由に選べるコンタクトレン

ズという宣伝を見かけた。そういえば、お化粧というのは

何だろう。あれもサイボーグの初歩かしら。皮膚だって人間

の一部だし、爪のマニキュアというのは、私の爪の修理と

同類ではないか。

冷静に考えてみると、生身の人間だけでは生活ができな

い。往来を裸で歩く人は滅多にいない。裸で外出すると逮

捕されてしまいそうだが、それ以上に衣服がないと寒くてか

なわない。靴だって必需品だ。旧ソ連のゴルバチョフ元大統

領は、幼少時に家が貧乏で靴が買えず、学校に通えない時

期があったという。極寒の地で靴がなければ、外出は困難

だろう。東京だって雪が積もる日は靴に要注意だ。

靴ではサイボーグという実感が湧かないが、新しい靴を履

いた日は、何となく鉄人28号[注2]になってしまう。こういう

日は手袋も頑丈なのがいい。実に人間は多くの道具に囲ま

れて生活している。生身の人間だけでは非力な存在である。

【パソコンは知的自転車か】

そう思って身の回りを見渡すと、我々

の得意（？）とするインターネットだって、

ウェブのページや電子メールを読むため

には、パソコンか端末、あるいはFAX

に変換する工夫など、とにかく道具が

必要である。この種の道具が普及して

きたお蔭で、インターネットが万人のも

のになった訳だ。パソコンが「パーソ

ナル」だという意味は大きい。

昔の大型機の時代にも、電子メール

は存在したのだ。しかしコンピュータが

高価であり、台数は極めて少なかったから、ネットワークの

効用にも限界があった。今やパソコンが街の電器屋さんの

店頭にも並ぶ時代になった。そのパソコンの性能は往時の

スーパーコンピュータを凌ぐのだから、コンピュータネットワ

ークの立場からは同慶の至りである。

さて、そのコンピュータと人間との密着度合いは、人に

よって差がある。いかにも人馬一体となった感のある名人も

いれば、テクノストレスの犠牲者も存在する。世の中の平均

で言えば、まだまだパソコンが使いやすいとは言えないよう

だ。Macintoshが発売される以前に、Apple IIという歴史

に残る名機があった。その解説書が日本でも出版されたが、

その中の1冊には「知的自転車」という副題がついていた。

今なお心引かれる言葉である。

[注1]：サイボーグ：サイバネティクス（cybernetics）＋器官（organism）を語源とする。

直訳すれば「改造人間」。

[注2]：鉄人28号：昔の漫画に登場したロボット。鉄腕アトムと同様に根強いファンがいる。
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